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1）

　　１．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　  ４．中期古墳の埋葬施設の評価

　　２．集成に当たっての分析視点　　　　　　　  ５．おわりに

　　３．東日本の前期古墳埋葬施設の集成

　東国（1）では舟形木棺２類と箱形木棺が卓越した分布状況を示し、近畿の様相とは明らかに異なることを木棺形式分布

図と集成図を示すことで明示した。岩崎卓也氏の指摘した前期後半の粘土槨＋割竹形木棺の斉一的波及や土器様相など

から王権の段階的な影響力の強化（2）を読みとる見解が現在も影響を与えていると考え、再検討の必要性を指摘するとと

もに、前期古墳の棺の評価は中期古墳の棺の評価とも関わることを予察した。

１．はじめに

　前稿（石橋 2015）で東日本の前期古墳の埋葬施設についての若干の見通しを述べた。近年いくつかの前

期古墳の木棺について関わることがあり、それぞれの地域の周辺の事例を集成しているうちに長大な刳抜

式木棺の事例が割竹形木棺ではないことに気付き、岩崎卓也氏の指摘した東日本型埋葬施設の概念（岩崎

1987）を再構築できる可能性があるものの、前期後半に粘土槨とともに割竹形木棺が波及するという理解に

は警鐘を鳴らすことが目的であったが、筆者の力量不足により充分には伝えきれなかった。

　特に一番問題なのは、東日本の埋葬施設が判明した前期古墳が大幅に増加し、全てを把握するのが難しく

なっていることである。1981 年の日本考古学協会の栃木県でのシンポジウム（日本考古学協会 1988）の集

成や岩崎卓也氏の検討（岩崎 1987）以後、事例が多数増加したものの、改めて再検討することはなかった

ように思う。前稿や今後の考察の妥当性を判断していただくには、事例を一度集成し、表示することが必要

なのではないかと考えるに至った。

　完全ではないが、傾向を把握する程度の資料は集成したと思われるので、本稿に集成図と基本文献を掲載

した。かなりの紙数を割いたため、東日本の前期古墳の埋葬施設の地域性と畿内の前期古墳の様相との比較

は本稿と対になる次稿（比較検討編）で述べる予定である。

　

２．集成にあたっての分析視点

　木棺についての研究史は一度触れたことがあるが、不十分であり、かつ竪穴式石槨や粘土槨などの棺を納

める施設に関わる研究史についても関連させてまとめる必要がある。本来であれば本稿に載せるべきである

が、今回が集成を目的としたものであることから、詳細な研究史は次稿にゆずり、前稿と同様に木棺形態に

ついては岡林孝作氏の見解（岡林 2009）を基準に、特に舟形木棺２類は石崎氏と筆者の成果を踏まえた分

類基準（石崎 2001・石橋 2013）を採用する。

　岡林氏は木棺遺存資料を集成し、古墳時代の木棺を構造から刳抜式木棺（割竹形木棺・舟形木棺１類・舟
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形木棺２類）、組合式木棺（箱形木棺・長持形木棺）、釘付式木棺に大別し、形態分類を加えて整理する。

　割竹形木棺は小林氏の定義に従い、「･･･ 大きな樹木をたてに 2 つに割り、それぞれ内部を刳りぬいて、

蓋および身とした円筒形の木棺」で、端から他端に向けて幅が狭まり、小口を垂直に仕上げたものを指し（小

林 1959）、端部が開放される貫通式と端部を刳り残す非貫通式に分ける。さらに小口部に着目し、木棺の痕

跡から端部が直線的なＡ型、平面「コ」の字形になるＢ型、外側から板で抑えられるため、「Ｈ字」状にな

るＣ型に分けられることを明らかにした（岡林 2008）。

　割竹形木棺は定形的であり、遺存資料に加え、粘土槨内部に木棺痕跡が残りやすい。奈良県下池山古墳で

は、非貫通式の割竹形木棺棺身（図１－１）の大半が遺存しており、基本的には半円形で、一部平端に削ら

れた面があることが明らかにされ、棺痕跡の横断面が全て半円形を呈するわけでないことが判明した（奈良

県立橿原考古学研究所2008）。石川県雨の宮１号墳では粘土槨に木棺痕跡が良好に遺存しており（図１－２）、

副葬品の配置も考慮にいれて３区画に区分された突起を持つ割竹形木棺が復元された（鹿西町教委 2005）。

同様に粘土槨に木棺痕跡が良好に遺存していた大阪府和泉黄金塚古墳中央粘土槨（図１－３）では、木棺小

口部分に別材の板をあてたことが判明している（末永・島田・森 1954）。貫通式については滋賀県市三宅東

遺跡で溝から割竹形木棺の蓋と考えられる製品（図１－４）が出土し（野洲市教委 2010）、弥生時代後期に

は出現しているこが明らかとなった。大阪府久宝寺１号墳では完形の割竹形木棺（図１－５）が検出され（（財）

大阪府文化財センター 2003）、形態と構造について重要な情報が蓄積した。

　舟形木棺１類は、棺底が全体に緩やかな舟底状で、横断面の曲率が緩く、全体に偏平な形状な木棺である。

幅は一端が狭く他端が広いが、舳先と艫の区別がないものである。遺存資料が存在しないため、特に蓋の形

態が良くわからない。割竹形木棺より先行して前期前半を中心に西日本の大型古墳に採用されていることが

予測される。

　良好な遺存資料がないため、竪穴式石槨の粘土棺床の横断面が割竹形木棺に比べ緩いことなどが注目され、

滋賀県雪野山古墳の調査において粘土棺床に環状縄掛突起の痕跡を持つ横断面の緩い木棺痕跡（図１－６）

が確認され（八日市市教委 1996）、これが佐賀県熊本山古墳の舟形石棺（図１－７、佐賀県教委 1967）に似

ることから、ある種の舟形石棺に類似するのではないかと考えられている。

　舟形木棺２類は丸木舟など刳船を意識したもので、舳先と艫を造り分け、小口端部が斜めになるなど大き

な特徴がある。従来からその存在は指摘されていたが、特に石崎善久氏は丹後の弥生時代から古墳時代の木

棺の痕跡を丹念に検討し、舟の形を呈する木棺を「舟底状木棺」と呼称した。丸木舟との比較から、丸木舟

の転用か丸木舟あるいは準構造舟の下部構造を模倣したもので、両小口の平面形が丸みを持つものの、左右

対称にならず、一方の小口が鋭角に弧状を呈するＡ類（筆者のＣ形式）、Ａ類同様両小口が丸みを持ち、左

右対称となるＢ類（筆者のＤ形式）、小口が隅丸方形となるＣ類（筆者のＥ形式）という３形式に分類した（石

崎 2001）。筆者も石崎氏の分類基準を基に若干の追加を加え（図２）、全国的に集成した（石橋 2013）。今回

もこの分類基準を採用する。

　弥生時代後期は方形台状墓を中心に丹後に分布の中心があり、古墳時代では静岡県と千葉県を中心とする

関東地方に類例が多い。愛知県名古屋市平手町遺跡方形周溝墓Ｄで弥生時代中期のＡ形式の事例（図１－８）

が確認されており、今後認識が進めば、さらに検出事例が増えることが予想される。

　なお箱形木棺の形態については特に東日本では遺存資料が少なく、構造が不明な点が多い。弥生時代の事

例については福永伸哉氏の分類（図４）が関東にも援用できると考えているが（福永 1985）、古墳時代にも

同様な箱形木棺の痕跡が存在している事例があり、参考にしたい。
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４.市三宅東遺跡

３,和泉黄金塚古墳中央槨

５.久宝寺１号墳

１.下池山古墳 ２.雨宮１号墳

図１ 割竹形木棺と舟形木棺の構造
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ａ類

ｂ類

ｃ類

棺身縦断面の小口側が外反するか、外反してから
端部がやや内湾するもの。底部は平坦なものと
中央部に向って下がるものあり。

棺身縦断面の小口側の一端が垂直か、わずかに外
反し、他端は一端より外反が強いもの。底部は平
坦なものと中央部に向って下がるものあり。

Ａ形式

Ｂ形式

Ｃ形式

Ｄ形式

Ｅ形式

一端が鋭角に尖り、他端は四角形のもの。

一端がＵ字状に丸みを持ち、他端は四角形のもの。

両端がＵ字状に丸みを持つが、特に一端が他端よ
り鋭角で舳先を表現するもの。

両端がＵ字状に丸みを持つもの。

隅丸方形のもの。
棺身底部が小口側付近で立ち上がり、斜めになり、
小口部は垂直かやや内湾するもの。

図２　舟形木棺２類の分類
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　上記の木棺形式を念頭に東国の埋葬施設を考えるにあたって、特に木棺直葬の事例については非常に注意

が必要である。粘土槨ないし粘土床、あるいは小口に粘土を置いて押さえとする事例については木棺痕跡が

遺りやすく、棺形式を把握しやすい。一方で木棺直葬の場合、墓壙の形態がそのまま木棺形式に反映してい

るわけではないことは多くの事例より判明している。墓壙と木棺の間に土をつめ、押さえとする箱形木棺や

刳抜式木棺の事例は多いので、土層や写真を参考に復元しなければならないが、検討事例の全てが基準を満

たしているわけではない。それでもあえて木棺形式図（図６）を作成したのは、遺存木棺や粘土槨の痕跡か

ら舟形木棺２類の存在は明らかで、割竹形木棺とは区別し、今後批判的に検討していただきたいからである。

３．東日本の前期古墳の埋葬施設の集成

　古墳時代の時期区分は和田晴吾氏の成果に拠る（和田 1987）。古墳時代に大型古墳が築造された近畿中枢

（大阪・奈良・京都南部）を便宜的に「畿内」とし、古墳時代の開始とともに形成された首長連合について

特に和田晴吾氏の指摘（和田 1994）する「畿内首長連合」及びその相対的権力を倭王権とする。なお墳墓

における埋葬施設の名称と定義は和田晴吾氏に従い、「棺」、「槨」、「室」の用語を利用する（和田 1989）。

　また、埋葬施設の図面の掲載にあたり、弥生時代終末期（庄内式期併行）について、北陸地方は方形区画

墓（台状墓・周溝墓）とその周縁墓の良好な調査が多く、刳抜式木棺と思われる事例は掲載したが、最も普

遍的な箱形木棺は掲載していない。関東地方では弥生時代終末期から古墳時代前期の方墳（方形周溝墓）の

埋葬施設の判明する事例が千葉県以外に少なく、判明する事例はなるべく図面を掲載した。これは弥生時代

の動向を加味して検討できるようにするためである。また、一部中期初頭に下る可能性のある事例も掲載し

ている。

　ただし、棺形態分布図については弥生時代終末期の事例は前方後円形墳丘墓（前方後方形墳丘墓）の事例

を除き除外し、古墳時代の事例を反映させた。

　集成の範囲は太平洋側を三重県以東、日本海側を福井県以東としているが、これは筆者の力量不足で、滋

賀県や京都府などの状況まで整理が及ばなかったことによる。

　今回の集成で、前方後円墳（含前方後円形周溝墓）50 基、前方後方墳（含前方後方形周溝墓）39 基、円

墳 34 基、方墳（含む方形区画墓）83 基、石槨墓２基（図５）の埋葬施設 268 基の図面（集成１～ 15）を掲

載した。基本的傾向は前稿で指摘した通り、広範囲に箱形木棺が多数分布し、関東地方や東海地方には、加

えて舟形木棺２類が多いことが読みとれる（図６）。愛知県や岐阜県では面的に近畿地方の典型的な埋葬施

設である竪穴式石槨や粘土槨、割竹形木棺が確認され、愛知県高田古墳（粘土槨＋割竹形木棺）の位置を目

安に近畿と同様な埋葬施設の情報が共有される範囲の境界と指摘できる。これはコウヤマキ製木棺の明確な

選択的用材範囲の東限である愛知県西部、岐阜県南部（岡林 2006）とも対応するものであろう。

　箱形木棺の事例が多いのは、弥生時代の方形区画墓（台状墓・周溝墓）からの延長で捉えられる方墳の埋

葬施設の事例の多くが箱形木棺であることに理由があるが、大型古墳の箱形木棺の事例も同様の構造の木

棺（Ⅱ型木棺か（図４））が復元できる可能性は充分にある。一方で畿内では粘土槨の成立が箱形木棺とい

う棺形式と結びついて成立し、関東地方にも波及した可能性を指摘する上田直弥氏の研究成果があり（上田

2015 ａ・2015 ｂ）、粘土槨＋箱形木棺の事例については慎重な検討が必要となろう。

　舟形木棺２類は弥生時代後期から終末期に日本海沿岸部など北陸地方に事例が多く、古墳時代前期前半に

かけて東北・関東地方の前方後円墳・前方後方墳・円墳・方墳と幅広い階層に認めることができ、筆者は畿

内の古墳文化の波及のみで説明できないと考える（3）。関東地方は粘土槨の多い地域であるが、粘土槨に採

研究紀要第 24 号

－ 36 －



用される事例も多く、粘土槨＋割竹形木棺の斉一的波及についは成り立たないと考える。

　細かく見ていけばさらに細かい地域様相や地域間交流について言及できるが、次稿で今回集成して判明し

た成果に、竪穴式石槨・粘土槨・木炭槨などの棺を覆う槨の情報を加えて、畿内も含めた地域間の影響関係

を考察したいと考える。

４．中期古墳の埋葬施設の評価

　本稿を閉じる前に筆者の立場と東国の中期古墳について予察を述べたい。

　古墳時代の棺の機能について筆者は基本的に和田氏の見解に賛同して研究を進めている。氏は古墳時代は

血縁関係や婚姻関係といった同族関係が集団と集団との結合の基本原理を示した社会であり、棺は特定の同

族ないしは、特定の同族を中心とした地域集団によりその形態や素材が習慣的に定まっており、葬送の場に

おいて、同族関係を端的に示すものとして有効に機能し、首長専用の棺が作り出され、階層による棺、槨の

使い分けが進むと一層の政治色を強めつつ、複数の地域首長間の同族的結合を保障する制度的習慣として行

なわれるようになると推察している（和田 1994）。

　筆者は基本的に前期に舟形木棺２類と大部分の箱形木棺は階層差も含みつつ東国の首長層の棺として定着

したと考えており、この点を踏まえ関東の中期古墳の事例をいくつか取り挙げたい。

　多摩川下流域周辺は前期に 100 ｍ級の前方後円墳が相次いで築造され、中期初頭には帆立貝形前方後円墳

の野毛大塚古墳（約 82 ｍ）が築造される（野毛大塚古墳調査会編 1999）。４基の埋葬施設が時期ごとに確

認できるのであるが（図３－１）、第１主体部では粘土槨に典型的な割竹形木棺が納められていた。第２主

体部には箱形石棺が埋設されており、これは畿内の中期の長持形石棺の影響が及んだと考えられる。

　群馬県の太田天神山古墳（前方後円墳 208 ｍ）やお富士山古墳（前方後円墳 125 ｍ）の長持形石棺（図３

―２）は畿内の竜山石製と比較しても同様の形態・技法が確認され、石工工人が派遣されており、被葬者は

倭王権と強い結びつきが確認できる。

　一方で、群馬県西部の白石稲荷山古墳（和田６期、前方後円墳 140 ｍ）の後円部２基の埋葬施設のうち、

西側の埋葬施設は舟形の礫床（図３－５）であり（後藤・相川編 1936）、木棺が納められたとしたら、舟形

木棺２類である可能性は充分ある。また、『辛亥』銘鉄剣が出土したことで著名な埼玉稲荷山古墳（和田９期、

前方後円墳 120 ｍ）の礫床（図３－８）も南側が舳先状に尖り、縦断面からＡ形式の舟形木棺２類の可能性

が高い。第２埋葬施設（図３－９）も同様である（埼玉県教委 1980）。ほぼ同時期の古墳として埼玉県大河

原１号墳（円墳 17.6 ｍ）の粘土槨では、稲荷山古墳と類似するＡ形式の舟形木棺２類（図３－７）が納め

られていたことが明らかにされ（坂戸市教委 2012）、栃木県の中期古墳牧の内 34 号墳の粘土槨に納められ

た木棺（図３－６）もその痕跡から同形態に復元（4）できる。これは前期以降も継続して舟形木棺２類が採

用されていたことを示すものである。

　関東の中期古墳の埋葬施設のこうした様相は二つの重要な視点を与えてくれる。　

　一つ目は図６の示すように前期は割竹形木棺は限定的な存在であり、中期古墳に割竹形木棺や長持形石棺、

長持形石棺を模倣した箱形石棺など倭王権と関係のある棺の採用は前期からの段階的な棺情報の刷新と捉え

るべきではなく、中期に倭王権との直接的間接的な関係を強め、畿内的な棺を使用したことを示す。

　二つ目は、中期古墳も継続して舟形木棺２類と箱形木棺が使用されており、前期と同様大型古墳から小円

墳まで幅広い階層で確認できることであろう。

　この二つの側面は相反するものではなく、表裏の関係にある。
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　これを示してくれるのが群馬県の舟形石棺である。群馬県西部では５世紀後半に舟形石棺が採用されるが、

当初（和田８期）は岩鼻二子山古墳（前方後円墳 115 ｍ）など限定的で、形態は長持形石棺を模倣したもの

で倭王権との関係や権威を示したものであろう。次の和田編年９期の井出二子山古墳（前方後円墳 108 ｍ）

の段階で群馬県西部の各地の古墳に舟形石棺が階層性をもって採用され、舟形石棺地域圏（右島 1990・右島・

徳田 1998）が成立する。

　井出二子山古墳の舟形石棺（図３－３）は平面形が隅丸方形で、形態の系譜は栃木県七廻鏡塚古墳（円墳

約 30 ｍ、図３－４）などの舟形木棺２類の形態を基にしたものである。地域首長連合内の同族結合を表象

する棺の形態は伝統的な舟形木棺２類に求められたことが注目されよう（5）。

　筆者は、地域首長連合を代表する首長は各地の地域首長連合や倭王権との関係を直接的・間接的に結んで

おり、その時の被葬者の立場が棺に表象されると考えており、倭王権側との関係（擬制なものも含む）が強

化され、その関係や権威を倭王権や地域首長連合内に示す必要性のある時期は畿内的な棺を採用し、地域首

長連合内の同族結合や舟形木棺を採用する地域首長連合との関係を示す際に在地的な舟形木棺２類を採用す

ることがあり、それが群馬県西部の舟形石棺の二つの形態に表出していると考える（6）。また、倭王権の影

響力も時期により強弱があることが指摘されており（小野山 1970）、地域によっても影響力が異なることも

念頭に置く必要があろう。

５．おわりに

　本来ならば中期古墳について触れずに、次稿に継続する予定であったが、東国では中期古墳の埋葬施設の

研究が少なく、前期の研究から独立しているように感じたので、蛇足を承知で予察を加えたものである。中

期古墳の埋葬施設には竪穴式小石槨や箱形石棺などさらに多様な状況も示すが、次稿の成果を踏まえてどの

ような階層や集団に採用されるのか、今後検討を加えたい。

註

（1）本稿の東日本ないし東国は近畿地方以東というおおまかな範囲を示す用語として使用している。

（2）土器様相や地域最大級の大型前方後円墳の出現など前期後半の画期の重要性は筆者も認めているが、粘土槨＋割竹

形木棺というように棺形態の情報まで刷新されたという理解に再検討が必要なのである。

（3）岡林氏が「古墳的棺槨の流れと弥生時代以来の姿で存続していたいわば在地的な埋葬施設の流れが相互に影響を及

ぼしあいながら、一定の階層性、地域性をもって重層的に存在した姿が、前・中期の竪穴系の埋葬施設」と指摘（岡

林 2012,p.278）した具体的様相を把握するのが前稿からの目的である。

（4）小山市教育委員会秋山隆雄氏から多くの点をご教授いただき、小山市教育委員会から画像の掲載許可を頂いた。

（5）群馬県の舟形石棺については特に石橋 2013 に詳説した。

（6）このような様相は前期から確認できると推測しており、和田編年２期に築造された石川県国分尼塚１号墳（前方後

方墳約 52.5 ｍ）がある種の木組み内部に割竹形木棺を納めるのに対し、後続する２号墳（前方後方墳 33 ｍ）が異なる

形態の棺と推測（和田 1984）される棺（舟形木棺２類か）であることや、和田編年３期後半から４期に築造された墳

丘長 64 ｍの前方後方墳雨の宮１号墳が典型的な粘土槨と割竹形木棺であるのに対し、ほぼ同時期に築造され、同様の

規模である富山県阿尾島田 A １号墳（前方後円墳 70 ｍ）が舟形木棺２類であることは、多様な地域関係の中での被葬

者の立場やその後の立場の変化を棺が端的に示していると考えている。かならずしも畿内的な棺が採用されたとして
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もその後に継続して定着するわけではない。
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